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～校長室から 洛東生の皆さんへ～

令和３年１月２２日（金）第３０号

今週の四字熟語

風光明媚(フウコウメイビ)

自然の景色が清らかで美しいこと

☆３年生 ラストスパート☆彡

３年生は卒業までいよいよラストスパートですね。来週は最後の定期考査が行われます。

皆さんの中にはこの考査が人生最後の「テスト」という人もいるかもしれません。卒業がか

かっている人、一つでも評定をアップさせたい人、それぞれだと思いますがいずれにしても

全力で臨みましょう！

考査が終わり２月に入ると、登校日以外はそれぞれが進路に向けて取り組む時間となりま

す。一日中ダラダラとか遊びほうけるとか、つまり何をしていても良い時間ではありません。

いえ、言い換えれば「何をしていても良い時間だからこそ、こんな贅沢な日々を何に使いま

すか？」ということです。皆さんの色々なことが試される時間です。自分の門出と未来の挑

戦に向けて、有意義な時間となることを心から願っています。

http://gahag.net/010150-landscape-hill-leaf-flower/


「ありがたさを胸に」

内田 昌孝

「高校からは義務教育ではない」中学の進路指導の先生からよく聞いた言葉だ。進路の話

や受験の話はとても身近に感じていたが、学費については私立高校より公立高校の方が安いと

いうことぐらいしか思っていなかった。高校に入学し、就学支援金制度のプリントを配布され

た時に初めて授業料の援助があることを知った。

この制度について詳しく知りたいと思い調べてみた。二〇一四年度から「高等学校等就学支

援金制度」と称して始まり、公立・私立学校問わず、年収九百十万円未満の世帯の生徒の授業

料相当額を国が支給するという制度だ。全日制の高校で月額九千九百円が支給限度額となって

いる。高校は三年間で約二百九十万円必要である。義務教育ではない高校教育に対してなぜこ

の制度が作られたのか、その点についても調べてみたくなった。この制度は、教育に係る経済

的負担の軽減を図り、教育の実質的な機会均等に寄与することが目標とされている。つまり、

家庭の経済状況によって教育の機会を失わないように税金で援助してもらっているというこの

制度の根底にある意味を知った今、僕たち高校生は、この意味をきちんと受け止めなければな

らないと思った。

高校生活はその先の進路や大人になるための準備をする貴重な三年間であることを校長先生

が教えてくれた。経済的な理由で、受けたい高校を受けることができなければ、その先につな

がる将来の仕事にも就けなくなるかもしれない。家庭の経済状況によって教育の機会が奪われ

ないように国に支えてもらっているのだ。一番身近な消費税などの税金が、学校の教育費や設

備費などに形を変えて僕たちの学校生活を支えてくれていることを実感した。

僕たちが今、行きたい高校に通って毎日勉強し、好きな部活動をして楽しく過ごせるのは、

親や日本の国民が様々な形で税金を納めてくれていて、その税金を高等学校等就学支援金制度

にあててもらっているからである。学べることに感謝し、この制度の意味を忘れないでおきた

い。僕は将来、医療の道に進み、病気や怪我で困っている人を救いたい。責任のある仕事に就

くために、しっかり高校で勉強したい。また、勉強だけではなく、将来、社会で通用する行動

を身につけていかなければならない。税金を無駄にしないように感謝の気持ちを持って勉強し、

将来大人になった時には、きちんと税金を納め、その時の高校生が僕と同じように安心して学

ぶことができる環境を作ってあげたいと思う。

１年５組の内田昌孝君が、令和2年度「税に関する高校生の作文」において「京都府租税教

育推進連絡協議会賞」を受賞しました。大変素晴らしい作文ですので是非皆さんも読んでく

ださい。また、上図（京都府租税教育推進連絡協議会のHP上の「税に関する作文」をクリック

すると他校の受賞作品も読むことができます！

数字は「K」漢字は「夢物語」
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